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3,800 3,8003,262
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効率性

各学校における人権・同和教育は、すべての児童生徒の将来に向けての生き方の教育そのものです。子どもたちを取り巻く社会の変化にはめざま
しいがありますが、「自他の人権を尊重する」ことの大切さを学校教育においてしっかり学びたいと思います。そのために、指導者である教職員自身
が、関係書籍や研修会での提言をもとに研鑽を重ねる機会を大事にし、子どもとともに学ぶ姿勢を忘れず取り組みたいと思います。教科指導用の
パソコンソフトにつきましても、子どもたちに確かな学びを保障するためにもより多様な教材の開拓が今後も必要です。

実績値 目標値

国県支出金
地方債
受益者負担

720

達成度 3 各学校における人権・同和教育は、今後もさらに事実に基づいた学習を進めていく必要があります。実際、平成１７年度
から、外国人児童生徒の編入が大変多くなり、従来より市内で進めている拠点校方式（小学校は上野東小学校、中学校
は緑ヶ丘中学校）では、対処しきれない状況が生じてきています。市内のどの学校においても、外国人児童生徒の就学
が、言葉や文化の違いを十分ふまえた形で実現するよう教職員の研修を深め、教材等の充実を進める必要があります。4
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H17

対象等（何を、誰を）

教育教材費
教育教材費

H19（予算）H18（予算）
活動指標

１．学校人権･同和教育教材や外国人児童生徒の日本語指導教材の充実
２．教材用パソコンソフトの充実

人権教育が充実することで、児童生徒の人権意識の高揚につながります。

成果（どうなるのか）
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小中学校児童生徒

事業名

基本施策

979
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31 個性を伸ばし、夢を追い求められる教育を進める

5,942 5,9425,534

5,534 5,942 5,942

正規職員     （人）

その他特財

委託料
需用費
備品購入費
その他


